
1．はじめに
　いまや，ほとんどの携帯電話にも搭載され，急速に身近
な存在となったデジタルカメラ．デジタルカメラのおかげ
で，フィルム代や現像代などのコストを気にせず，手軽に
写真を撮れるようになった．最近では高画質，高機能な製
品が次々と発売されており，その進化は日進月歩である．
また，時代はフィルムカメラからデジタルカメラへと変化
している． 

2．デジタルカメラの構造
　デジタルカメラは被写体を写すレンズとフィルムに相当
する被写体の色や光情報を電気信号に変換するイメージセ
ンサと，その信号をデジタルデータに処理する信号処理部
と，記録媒体であるメモリで構成される．このイメージセ
ンサを用いることがフィルムを用いるカメラとの，大きな
違いになっている（図1）．この心臓部のイメージセンサ
の進歩が高解像度の撮影を可能とし，最近主流となってい
る手ぶれ補正機能により誰でも鮮明な画像を撮影できるよ
うになった．今回の解説では，このイメージセンサと手振
れ補正機能とはいったいどんなものかを述べていく．

3．心臓部〈イメージセンサ〉
　デジタルカメラはフィルムの代わりにイメージセンサ
（固体撮像素子）を用いている．このイメージセンサは，
画素と呼ばれるフォトダイオードの集合体と考えることが
でき，フォトダイオードの光電効果を利用して光情報を電
荷として検出し，その電荷を電気信号に変換する．電荷の
量は光の明暗により変化するが，色を識別する機能はなく，
光の強さしか認識できない．そのため，カラーフィルタに
より，例えば光の三原色に色分けし，特定の画素が特定の
色の強さを検出し，それを合成することで，初めてカラー
画像となる．そのイメージセンサの構成には，1枚のイメー
ジセンサを使う単板方式と複数枚を使う方式がある． 
　単板方式で，各色を認識する素子の配置例としては図2
に示す例がある（ベイヤー配列，ハニカム配列）．単板方
式は総画素数に対して各色の解像度が落ちるが，色の補間
処理演算をして画像データを作成する．また，緑色の素子
が多いのは，人間の目が緑色に敏感で，緑色の情報が多い
と解像感がでるためである．イメージセンサを複数用いる
代表的な方法に3板方式がある（図3）．この方式は3原
色を分光プリズムによって分け，各色に対して別のイメー
ジセンサを用いており，単板方式に比べ高画質となる．
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ピント・露出調節 フィルムで撮影・記録

ピント・露出調節 信号処理 メモリに記録CCD/CMOSで撮影

図 1　デジタルカメラとフィルムカメラの違い

ベイヤー配列 ハニカム配列

R：赤
G：緑
B：青

単板方式 CCD 素子の RGB 配列

図 2　単版方式の素子配列
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図 3　3板方式の素子配列
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